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研究成果の概要 

免疫細胞は自然免疫担当細胞と獲得免疫担当細胞から成り立っているが、自然免疫担当細胞もマクロ

ファージや樹状細胞、獲得免疫担当細胞も B 細胞と T 細胞から成り立っている。T 細胞を詳細にみる

と、CD4陽性 T細胞と CD8陽性 T細胞サブセットに大きく分かれ、CD4陽性 T細胞も Th1、Th2、Th17、

制御性 T細胞の各サブセットに分けられる。さらに、制御性 T細胞も Th1型、Th2型、Th17型の制御性

T細胞のサブセットに分けられ、このように免疫細胞はサブセットのサブセットのサブセットから成り

立っていることが分かってきた。また近年のシングルセル RNA-seq 解析やマスサイトメトリー解析に

よる一細胞レベルの mRNAあるいはタンパク質解析技術の飛躍的な向上により、これまでには知られて

いなかった様々な免疫細胞のサブセットが次々に同定されているが、その機能解析は容易ではない。本

創発プロジェクトでは、免疫細胞サブセット解析のための新規のプラットフォームの構築を目的とし

て研究を行っている。今年度はまず感染、腫瘍、肺の疾患モデルのそれぞれに特異的な免疫細胞サブセ

ットの同定をシングルセル RNA-seq解析により試みた。その結果、各モデルにおいて、特異的な自然免

疫担当細胞と獲得免疫細胞を同定することができた。次に、それらの感染・腫瘍・肺疾患免疫細胞サブ

セットを特異的に標識する方法論の構築に取り組み、それぞれの細胞に発現する遺伝子情報を使って

特異的に蛍光標識し、さらに時間特異的に細胞を操作することができる新型の遺伝学的ツールの開発

に成功した。今後は、開発した新型の遺伝学的ツールを用いて、それぞれの感染・腫瘍・肺疾患モデル

における細胞サブセット集団の動態解析と機能解析を行っていく予定である。 
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